
三
、
命
の
尊
さ
を
学
ぶ
講
演
会
（
写
真
３
）
昨
年
度
は
、
「
交
通
参

加
者
と
し
て
の
学
生
自
身
の
在
り
方
を
反
省
し
つ
つ
、
自
他
の
安

全
確
保
に
貢
献
す
る
態
度
と
保
育
者
と
し
て
の
責
任
感
を
一
層
養

う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
一
月
に
長
女
を
交
通
事
故
で
亡

く
さ
れ
た
風
見
し
ん
ご
氏
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
突
然
家

族
が
奪
わ
れ
る
悲
し
さ
、
交
通
安
全
に
対
す
る
大
人
の
責
任
な
ど

に
つ
い
て
の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。
事
故
当
日
の
話
で
は
多
く
の

学
生
が
涙
し
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

四
、「
命
の
資
料
室
」
の
設
置
・
運
営
（
写
真
４
）「
レ
ス
キ
ュ
ー
マ

ネ
キ
ン
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
救
命
救
急
の
知
識
・
技
能
の
獲
得
」

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
「
命
の
資
料
室
」
を
設
置
し
運
営
し
て
い

ま
す
。
本
年
四
月
か
ら
、
救
命
救
急
教
育
講
習
を
受
け
た
二
年
生

が
獲
得
し
た
知
識
・
技
能
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
学
生
は
確
か
な
成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
尊
い
人
命
を
守
る
た
め
自
ら
行
動
で
き
る
保
育
者
と
し

て
社
会
に
出
立
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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写真２ 救命救急教育講習･乳児の心肺蘇生訓練

写真３ 風見しんご氏講演会

写真４ 命の資料室・レスキューマネキン

平
成
十
九
年
度
の
文
部
科
学
省
「
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
」
に
選
定
さ
れ

た
「
人
命
尊
重
マ
イ
ン
ド
養
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
人
命
を
脅

か
す
事
件
や
事
故
が
頻
発
す
る
現
代
に
お
い
て
、
学
生
が
人
命
尊
重

の
精
神
を
備
え
た
人
間
に
成
長
す
る
よ
う
支
援
す
る
取
組
で
す
。

一
、
交
通
安
全
教
育
講
習
（
写
真
１
）
「
保
育
者
と
し
て
交
通
安
全

教
育
を
指
導
で
き
る
ス
キ
ル
の
習
得
」、「
交
通
事
故
の
加
害
者
に

も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
の
運
転
技
術
と
知
識
の
習
得
」
を

目
的
と
し
て
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。
全
学
生
が
幼
児
向
け
交
通
安
全
教
育
を
体
験

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
普
通
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
学
生
は
運

転
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
学
生
は

原
動
機
付
自
転
車
の
運
転
体
験
に
よ
っ
て
そ
の
危
険
性
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
こ
の
講
習
を
通
し
て
、
学
生
は
、
交
通
参
加
者
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
、
幼
児
の
交
通
教
育
が
保
育
者
の
重
要
な
仕
事

で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
た
。

二
、
救
命
救
急
教
育
講

習
（
写
真
２
）
「
実

践
的
な
救
命
救
急
法

及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

を
習
得
し
、
一
般
社

会
、
保
育
現
場
に
お

い
て
救
命
に
積
極
的

に
貢
献
す
る
態
度
及

び
保
育
者
と
し
て
の

自
覚
を
身
に
付
け
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
心

臓
協
会
の
認
定
資

格
「
ハ
ー

ト
セ
イ
バ
ー
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
を
取
得
で
き
る
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
講

習
の
前

半
で
は
成
人
と
小
児
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
を
、

後
半
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
及
び
窒

息
の
解

除
方
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

乳
児
の
心

肺
蘇
生
法
も
学
び
ま
し
た
。
受
講

後
、
「
受
け

て
良
か
っ
た
」
、
「
こ
れ
か
ら
先
に
、
こ
の
よ
う
な
場

面
に
立
ち
会
っ

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
動
い
て
命
を
助
け
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど

の
積
極
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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◆
岡
山
短
期
大
学

「
人
命
尊
重
マ
イ
ン
ド
」
を
育
て
る
学
生
支
援

浦
上

博
文

（
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大
学

幼
児
教
育
学
科
教
授
）

学
生

支
援
の
現

場
か
ら

写真１ 交通安全宿泊研修･
免許のない学生のための二輪講習


